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平成™˜年Ÿ月˜�日 月曜日 第œ˜šœ号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
六
十
六
号

航
空
機
工
業
振
興
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
経

済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
一
号
（
航
空
機
工
業
振
興
法
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
発
事
業
者
に
対
す
る
国
際
共

同
開
発
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
）
を
次
の
よ
う
に
改
め

た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
同
法
第
三
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
七
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

航
空
機
工
業
振
興
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

開
発
事
業
者
に
対
す
る
国
際
共
同
開
発
に
関
す
る

基
本
的
な
指
針

Ò

航
空
機
工
業
及
び
国
際
共
同
開
発
の
動
向

航
空
機
工
業
は
高
い
技
術
力
に
支
え
ら
れ
た
加

工
組
立
型
産
業
の
頂
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
産
業

で
あ
る
と
と
も
に
、
裾
野
が
広
く
、
雇
用
吸
収
力

の
あ
る
産
業
で
あ
り
、
今
後
の
我
が
国
経
済
を
担

う
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る

産
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
防
衛
航
空
機
部
門
と
生

産
及
び
技
術
基
盤
を
共
有
す
る
民
間
航
空
機
部
門

も
含
め
、
我
が
国
の
安
全
保
障
を
担
う
重
要
な
産

業
で
あ
る
。

戦
後
七
年
間
の
空
白
期
間
を
経
て
我
が
国
の
航

空
機
工
業
が
再
開
さ
れ
、
以
来
五
十
余
年
が
経
過

し
た
。
こ
の
間
、
我
が
国
航
空
機
工
業
は
、
米
軍

機
の
修
理
や
技
術
導
入
、
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
等
に

よ
っ
て
先
進
諸
外
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
に
努

め
た
時
代
に
始
ま
り
、
Ｙ
Ｓ
e

一
一
に
代
表
さ
れ

る
国
産
機
開
発
に
挑
戦
し
た
時
代
を
経
て
、
八
十

年
代
以
降
は
ボ
ー
イ
ン
グ
七
六
七
や
Ｖ
二
五
〇
〇

等
の
国
際
共
同
開
発
を
推
進
す
る
時
代
へ
と
着
実

に
発
展
し
て
き
て
お
り
、
現
在
で
は
生
産
額
一
兆

二
千
億
円
に
達
す
る
産
業
と
な
っ
た
。

こ
の
過
程
で
、
特
に
九
十
年
代
以
降
は
我
が
国

の
防
衛
予
算
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
お
ら
ず
、
こ
の

間
の
航
空
機
工
業
の
成
長
は
民
間
航
空
機
部
門
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
航
空

機
工
業
に
占
め
る
防
衛
需
要
比
率
は
八
十
年
代
初

頭
の
約
八
十
五
％
か
ら
現
在
で
は
五
十
％
程
度
に

ま
で
低
下
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
世
界
の
航
空

機
工
業
の
防
衛
需
要
比
率
は
我
が
国
以
上
に
低

く
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
近
年
の
航
空
機
工
業

の
成
長
は
民
間
航
空
機
部
門
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
航
空
機
旅
客
需
要
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

八
年
に
入
っ
て
か
ら
の
急
激
な
燃
料
価
格
の
高
騰

や
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
を
受
け
て
短
期
的

に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
経
済
活
動

の
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
を
背
景
に
、
中
長
期

的
な
需
要
は
着
実
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

将
来
の
航
空
旅
客
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
我
が
国
で
は
羽
田
空
港
の
沖
合
展
開
や
成
田

空
港
の
滑
走
路
の
延
長
等
の
空
港
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
国
内
外
に
お
い
て
、
次
世
代
航

空
管
制
シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
行
わ
れ
て
い
る
。

九
十
年
代
初
頭
の
冷
戦
終
結
に
伴
う
各
国
に
お

け
る
大
幅
な
防
衛
費
削
減
に
よ
り
、
世
界
の
航
空

機
工
業
は
大
幅
な
事
業
再
編
を
進
め
た
。
そ
の
結

果
、
民
間
航
空
機
分
野
に
お
け
る
百
席
ク
ラ
ス
以

上
の
中
大
型
機
分
野
は
事
実
上
米
欧
各
一
社
体
制

に
収
斂
し
た
。
ま
た
、
百
席
ク
ラ
ス
以
下
の
小
型

機
分
野
で
は
、
カ
ナ
ダ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
航
空
機

メ
ー
カ
ー
が
急
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
両
者
は
わ

ず
か
十
年
余
り
の
間
に
、
米
欧
二
社
に
次
ぐ
、
世

界
第
三
位
、
第
四
位
の
民
間
航
空
機
メ
ー
カ
ー
へ

と
成
長
し
た
。

我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
れ
ば
、
中

期
的
に
み
て
防
衛
航
空
機
需
要
が
大
幅
に
拡
大
す

る
と
は
考
え
に
く
く
、
我
が
国
航
空
機
工
業
の
よ

り
一
層
の
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
今
後
と

も
民
間
航
空
機
部
門
の
拡
大
、
発
展
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
航
空
機
事
業
再
開
後
五
十
余
年

を
経
て
、
今
、
我
が
国
航
空
機
工
業
は
新
た
な
時

代
の
戸
口
に
立
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
事
業
分
野
ご
と
の
開
発
動
向
及
び
今

後
の
課
題
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
型
・
中
型
機
に
つ
い
て
は
国
際
共
同
開
発
が

主
流
で
あ
り
、
Ｂ
七
八
七
に
は
我
が
国
機
体
メ
ー

カ
ー
が
約
三
十
五
％
の
分
担
割
合
で
、
Ｂ
七
八
七

用
エ
ン
ジ
ン
に
は
我
が
国
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
メ
ー

カ
ー
が
約
十
五
％
の
分
担
割
合
で
開
発
に
参
画

し
、
装
備
品
に
つ
い
て
も
六
社
が
開
発
に
参
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
三
八
〇
に
は
、
我
が
国
か
ら

は
機
体
・
装
備
品
を
含
め
、
二
十
一
社
が
参
画
し

て
い
る
。
今
後
と
も
大
型
・
中
型
機
の
開
発
に
つ

い
て
は
国
際
共
同
開
発
に
参
画
し
、
国
際
レ
ベ
ル

の
技
術
力
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
市

場
に
お
け
る
適
正
な
評
価
を
獲
得
し
て
い
く
よ
う

取
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
省
機
で
あ
る

次
期
輸
送
機
の
開
発
を
引
き
続
き
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
救
難
飛
行
艇
、
固
定
翼

哨
戒
機
及
び
次
期
輸
送
機
の
開
発
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
機
体
開
発
技
術
の
民
間
機
へ
の
転
用
可
能
性

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

小
型
機
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
大
型
機
に
よ

る
大
量
一
括
輸
送
か
ら
顧
客
需
要
に
き
め
細
か
く

対
応
で
き
る
中
小
型
機
に
よ
る
多
頻
度
運
航
が
進

む
と
予
想
さ
れ
る
中
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ジ
ェ
ッ
ト
機

も
含
め
、
基
調
と
し
て
は
、
今
後
世
界
的
に
需
要

が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
我
が
国
で
も

航
空
会
社
に
お
い
て
小
型
機
を
導
入
す
る
動
き
が

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。小
型
機
の
分
野
で
は
、

我
が
国
航
空
機
産
業
は
、
カ
ナ
ダ
・
ボ
ン
バ
ル

デ
ィ
ア
社
や
ブ
ラ
ジ
ル
・
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
加
え

て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
、
約
半
世
紀
振
り
の
国

産
旅
客
機
と
な
る
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

（
Ｍ
Ｒ
Ｊ
）
の
事
業
化
が
決
定
さ
れ
た
。
我
が
国

航
空
機
産
業
を
今
後
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
上

で
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
共
同
開
発
や
防
衛
省
機
の

開
発
、
各
種
の
要
素
技
術
開
発
等
で
培
っ
た
経
験

や
技
術
力
を
活
か
し
つ
つ
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を
通
じ
て
全

機
開
発
能
力
を
獲
得
し
、
事
業
化
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
は
、
各
種
機
体

の
開
発
に
伴
い
、
幅
広
い
サ
イ
ズ
に
わ
た
る
開

発
・
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
我
が
国
エ
ン
ジ
ン

メ
ー
カ
ー
は
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
等
種
々
の
体
制
に
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
。
近
年
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
単
位
で
の

参
画
、
設
計
段
階
か
ら
の
参
画
等
、
国
際
共
同
開

発
事
業
に
お
け
る
我
が
国
メ
ー
カ
ー
の
役
割
が
拡

大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
我
が
国

メ
ー
カ
ー
の
実
績
等
に
基
づ
き
、
実
機
開
発
前
の

技
術
開
発
段
階
に
お
い
て
、
海
外
エ
ン
ジ
ン
メ
ー

カ
ー
と
の
共
同
事
業
に
取
り
組
む
動
き
も
見
ら
れ

る
。
現
在
、
海
外
メ
ー
カ
ー
に
お
い
て
は
、
地
球

環
境
問
題
等
へ
の
対
応
の
重
要
性
の
高
ま
り
等
か

ら
、
燃
費
性
能
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
、
既

存
の
設
計
思
想
に
基
づ
く
エ
ン
ジ
ン
の
高
性
能
化

や
、
新
た
な
設
計
思
想
に
基
づ
く
エ
ン
ジ
ン
の
実

用
化
の
た
め
の
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
我
が
国
メ
ー
カ
ー
が
こ
れ
ら
の
開

発
に
い
ち
早
く
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

技
術
の
創
製
及
び
蓄
積
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。大

型
・
中
型
機
用
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
は
、
Ｂ
七

七
七
用
エ
ン
ジ
ン
や
Ａ
三
八
〇
用
エ
ン
ジ
ン
の
生

産
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｂ
七
八
七
用
エ
ン
ジ

ン
や
Ａ
三
五
〇
用
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
我
が
国
メ
ー
カ
ー
は
国
際
共
同
開
発
事

業
に
お
け
る
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
あ
る
い
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
画
し
て

い
る
。
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